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学校保健委員会だより　　　令和４年度 第２号   令和 ５年 ２月　17日


去る1月23日（月）に、第2回学校保健委員会として3年ぶりの講演会を開催いたしました。その内容の一部をご紹介いたします。
当日ご参加できなかった方のために、講師のご厚意で、期間限定で動画を公開します。（児童…４～6年　保護者…全学年）日程は追ってお知らせいたします。

	講師：ライフコーチ　みつはし あきこ　さん（株式会社　ビリーブハート　代表取締役）　　　　　　　

	演題（児童）：自分も人も大切にするコミュニケーション
	演題（保護者）：子どもの「自立」のために大人ができること

	①透明な眼鏡、やさしい世界になる眼鏡をかけよう
	②アドラー心理学　幸福の三条件
	①本当に目指したい「自立」とは？

	
・人の気持ちって、いろいろあるし、あっていい
[image: ]・同じカードを選んでも違う気持ちもある
・勝手に気持ちを決めつけられると？

	
１自己受容　→自分が好き。自分にいいね♪
[image: ]２他者信頼　→人を信じることができる
３貢献感　　→自分は役に立てる
	　・人と共存して、適切に頼れること
　・孤独にならないこと
　・自分を信じて、自分らしく望む
未来を選択していくこと
	
・幸せになる力
・本人が望むことを自ら叶えていくこと
（✖親が望むことを自らやってくれること）

	③１～１０で自分に点数をつけるなら？
	④シャンパンタワーの法則
	【大人ができること】　　　①安心、信頼できる関係づくり　　②「自己肯定感」を育てること


	[image: ]
１：自分が好き　　　　　　点
２：人を信じられる　　　　点
３：役に立っている　　　　点
↓
１点や２点でも自分にいいね！がつけられたら
　 よい。人は脳のしくみでできないところが気に
　 なる。いいところさがしをしたらよい。
	[image: ]自分の心のグラスの水を
[image: ]まずはいっぱいにしよう。
①自分
②家族
③友人・職場
④社会・地域

	②自己肯定感とは？
	③子の幸せを育む力は、大人の関わりで育める

	
	
	条件なく、ありのままの自分を肯定できること
[image: ]むしろダメな自分を肯定できること
↓
・「アドラー心理学の目的論」
(どうなってほしいのか、なりたい姿、いい所を指摘する)
・失敗が許される環境が自己肯定感を育む(安心感)
	[image: ]〈アドラー心理学　幸福の三条件〉
１自己受容　２他者信頼　３貢献感
共同体感覚（所属感・居場所がある）
　　　　　　　　　　↓
　保護者のみなさんも、自分に点数をつけて
　みてください。

	⑤アンコンシャスバイアス
	⑥それぞれの正義、言い分がある
	[image: ]④安心感を与え、自己肯定感を育む関わり方

	[image: ]
人は誰もが無意識の思い込み・偏見を
持っている
★例えば、次に言われたことを
頭の中で絵をかいてみると…？
・うみ、たいよう、くも、しま、ふねがあります
・ひとがいます
	　他者には他者の、自分には自分の正義がある。
[image: ]→どちらが正しい、いいではなく、
信じていることが違うだけ！
★例えば…
桃太郎は悪い鬼をやっつけるﾋｰﾛｰの話！？
鬼が子どもを育てるために村の作物を
奪ったとしたら？
	１　聴き方／傾聴 
→子どもが聞いてほしい時に、先に聴く！
２　伝え方のポイント
→私ﾒｯｾｰｼﾞで、肯定文で、あなたも私もいいね！
	３　承認　
[bookmark: _GoBack]→毎朝の「おはよう」も承認の一つ
４　質問　
→質問は相手のためのギフト、気づきのきっかけ

	
	
	◎子どもが失敗した時こそ、親子関係を育むチャンス！
◎課題の分離をする（子どもの課題は子どものもの！親の課題は、親のもの！）

	⑦Yes，and　で返す伝え方
	◎違いがあっても、一緒に生きていくために
	　独りじゃない。自分には、安心・信頼できる場所がある。
 そう思えたら、子どもの自己肯定感は自然と育ち、自然と自立していく。
「鏡は先に笑わない」
まずは大人が自分と信頼関係を育み笑顔でいてください。

	[image: ]あなたもいいね、私もいいねの伝え方
→相手もいやな思いにならない。

	　・違いがあるのが前提
　・違っていた時にどう共存する？
・自分も人も大切にする方法を考えてみよう
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